
組合等SDGs推進事業（奈良県中央会補助事業）について

奈良県SDGs企業認証制度（奈良県）について
奈良県では、県内中小企業のSDGsに関連する取組状況の「見える化」を図り、取引や雇用面での企業価値の向上を

後押しすることを目的として、令和7年度より「奈良県SDGs企業認証制度」が創設されました。

（1）SDGs17ゴールに繋がる取組項目の設定
事業活動において、SDGs17ゴールに繋がる取組を

「社会」「経済」「環境」の3分野から、30項目設定。

（2）申請から認証までの流れ
申請書とチェックリストの取組内容に応じた根拠資料
を提出。県で内容を精査し、「社会」「経済」「環境」の
各分野等の専門家により、企業の取組項目の実施
状況等を審査し、認証企業を決定。

（3）企業の取組項目数に応じて、2段階「アドバンス」
「スタンダード」で認証。 認証企業に対し、県から
「PR」や「資金」等を支援。（金融機関や大学、経済
団体、市町村など県内関係期間からのサポートも実施）

（4）認証対象者・認証期間
認証対象は奈良県内に本社、本店、支店等の事業所がある中小企業となります。
認証期間は3年間となります。(認証を受けた日から起算して3年を経過した日
以後の最初の3月31日まで。更新可。)

※内容は「令和7年度」の内容となり、令和8年度の申請内容等については詳細が
分かり次第、県HPにて公開します。

奈良県 産業部 産業創造課
住 所：奈良市登大路町30
電 話：0742-27-7005

奈良県ホームページ

SDGs企業認証制度および
申請方法・取組状況等については

奈良県 SDGs

奈良県中央会では、組合および組合員企業を対象に「奈良県SDGs企業認証制度」の申請支援を行っています。
本事業では、SDGsの基本的な理解を深めながら、自社や業界に即したSDGs活動指針を策定し、将来のビジネスチャ

ンスの発見や事業の活性化につなげます。認証取得に向けた個別支援や書類作成のサポートを通じて、地域に根ざした
持続可能な経営への第一歩を後押しします。
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奈良県中小企業団体中央会 業務課
住 所：奈良市西大寺南町8番33号

奈良商工会議所会館内
電 話：0742-41-3200

奈良県中央会ホームページ

組合等SDGs推進事業および
活用方法・支援情報等については

奈良県中央会

事業イメージ・流れ

【事業普及（全体）】
①キックオフセミナー（参加無料）
・SDGsの取組意義
・奈良県内企業の取組事例
・奈良県SDGs企業認証制度に
ついて

【採択後】
①ワークショップ（集合研修）
・SDGs推進に係る事例紹介
・奈良県SDGs企業認証制度申請支援①

②ワークショップ（集合研修）
・SDGs推進に係る経営アドバイス
・奈良県SDGs企業認証制度申請支援②

③ワークショップ（集合研修）
・認証制度に係る有効活用方法
・認証申請結果に基づくフォローアップ

【応募条件等 】
奈良県中央会会員組合又はその組合員企業であること 等
【支援負担金 】
最大30,000円 採択事業者数により負担額が按分されます



奈良から未来へ
- SDGsでひろがる新しい経営のかたち -

奈良県中小企業団体中央会では、県内の中小企業・組合の「SDGs経営」を
応援しています。小さな取組が、地域と未来を変える大きな力になります。

あなたの組合・企業も、「SDGs経営」で次のステージへ！

SDGs（Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）とは
2001年に策定されたミレニアム開発目標 （MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで加盟国の

全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、2030年までに持続可能
でよりよい世界を目指す国際目標。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない
（leave no one behind）」ことを誓っています。



SDGs経営で広がるメリット SDGs＝社会貢献＋経営改善のツール！

①取引先・行政・金融機関からの信頼向上

SDGsへの取組により持続可能な成長への貢献を
示すことが、企業の責任感と透明性を高めます。
顧客や取引先、投資家などの
ステークホルダーに信頼される
企業イメージを確立し、関係性を
強化、長期的な視点での企業
価値向上を期待させることが
信頼獲得につながります。

②若手人材の採用・定着促進

SDGsへの取組を推進することが、従業員に仕事の意義
や社会貢献の実感を与え、誇りを高めることにつながります。
また、成長機会や新たな
挑戦を提供し、目に見える
成果や成功体験を共有する
ことで、達成感を得られると
ともに、モチベーションの
向上にもつながります。

③コスト削減・経営効率化

省エネ・省資源の取組や業務改善を進めること
で、無駄なコストの削減と経営の効率化が実現し
ます。 たとえば電力や水道の
使用量削減、在庫や廃棄ロス
の見直し、ペーパーレス化など
日々の小さな取組が利益改善
に直結します。

④地域から“応援される企業”に

地域社会や住民と共に課題解決に取り組むことで、
「地域に必要とされる企業」としての信頼と評価が高まり
ます。地元イベントや学校との
連携、環境美化活動など、地域
との関わりがブランド価値を
高め、長期的な企業基盤の
強化につながります。

SDGsにどう取り組むか【はじめてでもできる！SDGsの取組ステップ】

STEP ① 自社の強みと課題を見直す
まずは、自社の事業内容や日常業務を振り返って
みましょう。
例：リサイクル商品の利用・開発

社内蛍光灯をLEDに切替
⇒省エネや廃棄物削減

例：デジタル化・就業規則見直し
⇒働きやすい職場

これらを見直すことで、すでに
SDGsにつながる行動となって
いないでしょうか。

STEP ② SDGsの17ゴールと結びつける
見つけた取組を、SDGsの
17の目標の中から自社に
関係するものと照らし合わ
せましょう。

例：節電等の省エネ活動 → 
【目標12】つくる責任 つかう責任

例：働きやすい職場づくり →【目標8】働きがいも経済成長も
例：地域貢献活動 → 【目標11】住み続けられるまちづくり

（参考：SDGs取組例一覧表）

STEP ③ “できること”を決めて行動する
すでに取り組んでいる活動について小さなことから
“意識して”実践してみましょう。
例：節電・節水のルール化

⇒エアコン温度設定・電気
使用料の定期確認および
ルールの社内掲示 等

例：社員研修や健康づくりの充実
⇒「職場まるごと健康宣言」

への取り組み・社外研修
費用補填 等

続けることで、自然とSDGs経営につながります。

STEP ④ 取組を「見える化」する
社内報・ホームページ・SNSなどで
取組を発信しましょう。
見える化することで、社員の意識向上
や取引先・地域からの信頼アップに
つながります。
【PR方法（参考）】 ※詳細は裏面
・組合等SDGs推進事業
（奈良県中央会事業）

・奈良県SDGs企業認証制度
（奈良県）

SDGsは特別な活動ではなく、“自社らしさを活かした経営の工夫”です。
今日から始める小さな一歩が、未来を変える大きな力になります。



奈良県で広がるSDGs実践事例 【組合等SDGs推進事業活用事業者】

共同精版印刷株式会社（奈良市） 奈良県SDGs認証（アドバンス）企業

A-PLUS事業協同組合（磯城郡田原本町） 奈良県SDGs認証（スタンダード）企業

桜井木材協同組合（桜井市） 奈良県SDGs認証（スタンダード）企業

地域産木材の循環利用、森林管理の
専門人材育成による木材産業の持続
可能な発展と森林保全

当組合では、①森林資源を持続的に活用するために、密植、多間伐、長期育成
(50年以上)で育てられた良質な木材を、グリーンウッド法(当組合は第１種登録木材関連事業者)
に則った合法伐採木材として認証、流通させる体制を整備しました。②県内有数の原木市場(ウッ
ドメッセ奈良)の規模を活かし、原木を購入する顧客(買い方)、出荷する顧客(売り方)は、
共に大量の木材を安心して売買取引することが可能となりました。③奈良県が運営するフォレスト
アカデミー卒業生を当組合職員として積極的に採用し(現在４名)、森林管理の次世代の専門人
材として育成していくことで、木材産業の持続的な発展と森林保全の推進の両立をめざしています。

グリーンウッド法登録後の令和７年度の売り上げは、月平均6,579万円で、前年比
128%で推移し(上期)単価、数量とも増加中。県外業者売上も増加(シェア40%超)。

テーマ ゴール

取組内容

成果

国際社会を支える外国人技能実習生の
育成と古材の循環型利用による持続
可能な社会づくり

当組合は建設資材リース事業および外国人技能実習制度の監理団体として、
技能実習制度の国際貢献の趣旨に基づき、実習生が取得した技術を国内外で発揮できるよ
う支援しています。外国人の育成などを通じてSDGs 目標8 の「働きがいも経済成長も」、
SDGs 目標4 の「質の高い教育をみんなに」の達成にも取り組んでいます。さらに、建設現場
で使用された足場板や巾木などの「木製仮設材」の古材を再利用するため、ECサイトを立ち
上げ DIY 資材への活用を推進しています。これにより、古材に新たな価値を与え循環を生み
出すことで、SDGs 目標12 の「つくる責任・つかう責任」の実現に寄与しています。

外国人技能実習生の育成と、国内外での活躍の場を創出しています。また、
奈良芸術短期大学へは制作用の古材を寄付し、資源循環を促し、教育の質
向上にも貢献しています。

テーマ ゴール

取組内容

成果

環境に配慮した印刷物の制作と情報
発信メディア「ＮＡＲＡＢＵＲＡ（ならぶら）」
の運営

弊社は「人と環境にやさしい印刷」を理念に掲げ、ＦＳＣ認証紙や植物油イン
キの導入等を通じて、環境配慮型製品の提供を推進しています。
また、地域社会との共生を大切にし、自治体や地域団体の情報発信支援などを通じて、持続
可能な社会の実現に貢献しています。
弊社が展開する情報発信メディア「ＮＡＲＡＢＵＲＡ（ならぶら）」は、奈良の魅力を発信する地
域密着型Ｗｅｂメディアであり、地域活性化・情報格差の解消・持続可能な観光促進等に貢
献しています。

ＦＳＣ認証紙や植物油インキの導入等による環境負荷の低減
「ＮＡＲＡＢＵＲＡ」のアクセス数増加（２０２３年度比で２０２４年度は１０５％）

テーマ ゴール

取組内容

成果
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